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社
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福
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法
人

奥
多
摩
町
社
会
福
祉
協
議
会

会

長

木

村

光

惠

柔
ら
か
な
日
差
し
に
桜
が
開
花
し
木
々
が
芽
吹
き
心

は
ず
む
季
節
を
迎
え
ま
し
た
が
、
未
だ
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
収
ま
ら
ず
、
不
安
な
気
持
ち
で
毎

日
を
過
ご
し
て
い
る
方
も
多
い
事
と
思
い
ま
す
。
一
日

も
早
い
収
束
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

令
和
二
年
度
も
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
に
対
し
ま

し
て
、
町
民
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
よ
り
、
計
画
い
た
し
ま
し

た
事
業
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
福
祉
大
会
は
感
染

対
策
に
万
全
を
期
し
、
表
彰
式
の
み
で
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
検
討
委
員
会
を
発
足
し
、
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見

直
し
を
行
い
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
ち
上

げ
訓
練
を
実
施
し
、
新
た
な
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
完
成

い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
立
ち
上
げ
訓
練
を
重
ね
て
、

万
が
一
の
時
に
ス
ム
ー
ス
に
運
営
で
き
る
よ
う
整
備
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
今
後
ま
す
ま
す
地
域
に
暮
ら

す
住
民
同
士
が
助
け
合
い
、
支
え
合
う
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
行
政
・
住
民
・
社
会
福
祉

協
議
会
等
が
力
を
合
わ
せ
て
住
民
が
い
き
い
き
と
生
活

で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

今
年
度
も
奥
多
摩
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
「
や
ま
び

こ
計
画
」
に
基
づ
き
「
心
と
心

笑
顔
と
笑
顔
を
つ
な

ぐ
ま
ち
奥
多
摩
」
を
合
言
葉
に
事
業
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
地
域
福
祉
の
充
実
・
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
皆
様
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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昨
年
の
幕
開
け
と
と
も
に
日
本
を
恐
怖

に
陥
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
二
度
の
緊
急
事
態
宣
言
を
発
出
さ
せ

る
ほ
ど
の
感
染
拡
大
を
見
せ
、
先
の
見
通

せ
な
い
状
況
や
行
動
の
不
自
由
さ
の
中
で
、

私
た
ち
の
日
常
生
活
を
一
変
さ
せ
ま
し
た
。

町
の
公
式
行
事
の
取
り
や
め
が
続
き
、
社

協
事
業
も
各
種
講
習
会
を
は
じ
め
、
多
く

の
事
業
が
中
止
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
新
年
度
事
業
を
計
画

す
る
に
あ
た
り
、
各
種
事
業
の
開
催
時
期

の
変
更
や
実
施
規
模
の
見
直
し
等
を
含
め
、

十
分
な
感
染
症
予
防
を
講
じ
て
の
実
施
を

目
指
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
法
人
化
50
周
年
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
福
祉
大
会
を
記
念
大
会
と
し

て
実
施
す
る
よ
う
計
画
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
地
域
福
祉
活
動
計
画
「
や
ま
び
こ
計

画
」
が
中
間
年
と
な
る
こ
と
か
ら
計
画
の

検
証
・
見
直
し
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
我
が
町
で
は
、
今
後
ま

す
ま
す
地
域
で
の
「
た
す
け
あ
い
」
が
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
新
し
い
生
活
習
慣

の
中
で
も
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に

参
画
し
、
活
躍
し
て
い
た
だ
く
「
地
域
共

生
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
奥
多
摩
町
地

域
福
祉
活
動
計
画
「
や
ま
び
こ
計
画
」
に

基
づ
き
、
「
心
と
心

笑
顔
と
笑
顔
を
つ

な
ぐ
ま
ち
奥
多
摩
」
を
合
言
葉
に
事
業
の

展
開
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
会
の
本
年
度
の
事
業
と
し
て
、
「
高

齢
者
福
祉
分
野
」
で
は
、
在
宅
の
高
齢
者

が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
健
康
で
安
心
し

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
外
出
支
援
サ
ー

ビ
ス
、
地
域
さ
さ
え
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
福
祉
機
器
と

車
椅
子
仕
様
車
の
無
料
貸
出
し
、
高
齢
者

見
守
り
相
談
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
運
営

支
援
等
の
事
業
を
、
「
障
が
い
者
福
祉
分

野
」
で
は
、
障
が
い
者
が
自
立
し
た
生
活

を
送
り
積
極
的
な
社
会
参
加
が
図
れ
る
よ

う
、
障
が
い
者
団
体
へ
の
運
営
と
活
動
の

支
援
、
日
常
生
活
自
立
支
援
等
の
事
業
を
、

「
介
護
分
野
」
で
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
と
し
て
在
宅
高
齢
者
の
介
護
支
援
を
中

心
に
、
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
“
お
く
た
ま
”
、

ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
奥
多
摩
の
運
営
を
、
「
子

ど
も
家
庭
分
野
」
で
は
、
地
域
に
お
け
る

育
児
環
境
の
福
祉
向
上
を
図
る
た
め
、
乳

幼
児
及
び
児
童
福
祉
事
業
を
、
「
そ
の
他
」
、

福
祉
団
体
へ
の
運
営
支
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
推
進
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

援
助
、
生
活
困
窮
者
等
に
対
す
る
相
談
・

支
援
・
貸
付
事
業
等
を
そ
れ
ぞ
れ
推
進
い

た
し
ま
す
。

地
域
福
祉
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
そ

の
地
域
で
い
き
い
き
と
自
立
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
同
じ
地
域
に

暮
ら
す
住
民
同
士
が
助
け
合
い
、
支
え
合

い
な
が
ら
、
行
政
、
民
間
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
等
の
団
体
等
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
年
度
も
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
地
域

福
祉
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

町
民
皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(1)
役
員
会
等
の
開
催

(2)
監
事
会
の
開
催

(3)
社
会
福
祉
協
議
会
会
員
の
増
強
及
び
自

主
財
源
の
確
保

社
会
福
祉
協
議
会
が
事
業
展
開
し
て
い

る
地
域
福
祉
活
動
を
町
民
皆
様
に
ご
理
解

い
た
だ
き
、
そ
の
財
源
と
な
る
会
員
（
会

費
）
及
び
寄
付
金
の
増
強
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
奥
多
摩
町
及
び
東
京
都
社
会
福
祉

協
議
会
の
受
託
事
業
を
通
じ
て
運
営
資
金

の
確
保
を
図
る
他
、
福
祉
バ
ザ
ー
を
開
催

し
、
基
金
へ
の
積
立
財
源
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

(4)
調
査
・
企
画
・
啓
発

社
会
福
祉
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
へ
の

表
彰
並
び
に
め
で
た
く
金
婚
を
お
迎
え
に

な
ら
れ
た
ご
夫
妻
を
お
祝
い
し
、
福
祉
大

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

(5)
普
及
宣
伝

①
「
お
く
た
ま
ふ
く
し
」
の
発
行

年
４
回

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報
・
情
報

公
開

(1)
高
齢
者
福
祉
事
業

在
宅
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

健
康
で
安
心
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支

援
い
た
し
ま
す
。

①
ふ
れ
あ
い
仲
間
づ
く
り
旅
行

②
金
婚
の
お
祝
い

③
敬
老
祝
い
金
の
贈
呈

④
奥
多
摩
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
年
間

事
業
へ
の
協
力

(2)
障
が
い
者
福
祉
事
業

障
が
い
者
が
自
立
し
た
生
活
を
送
り
、

積
極
的
な
社
会
参
加
が
図
れ
る
よ
う
支
援

い
た
し
ま
す
。

令
和
３
年
度

事

業

計

画

１
．
基
本
方
針

２
．
法
人
運
営
事
業

３
．
地
域
福
祉
事
業



令和３年４月５日 Ｎｏ．２１０おくたま ふくし( ３ )

①
奥
多
摩
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
事

業
へ
の
協
力

②
重
度
身
体
障
が
い
者
日
帰
り
見
学
会

③
西
多
摩
障
が
い
者
絵
画
展
の
開
催

④
精
神
障
が
い
者
の
つ
ど
い
「
な
ご
み

運
営
委
員
会
」
事
業
へ
の
協
力

⑤
障
が
い
者
世
帯
の
自
主
活
動
グ
ル
ー

プ
へ
の
ク
リ
ス
マ
ス
事
業
援
助

(3)
ひ
と
り
親
家
庭
・
乳
幼
児
及
び
児
童
福

祉
事
業

地
域
に
お
け
る
育
児
環
境
の
福
祉
向
上

を
図
り
ま
す
。

①
低
所
得
世
帯
へ
の
就
学
援
助

②
奨
学
就
学
資
金
の
借
入
れ
斡
旋

③
保
育
園
児
等
観
劇
招
待

④
自
主
保
育
グ
ル
ー
プ
へ
の
ク
リ
ス
マ

ス
事
業
援
助

(4)
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

在
宅
の
高
齢
者
及
び
障
が
い
者
等
に
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
利
用
者
並
び
に
介
護
者
の
負
担
を

軽
減
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

①
介
護
機
器
等
の
無
料
貸
出
し

②
福
祉
車
両
（
車
い
す
仕
様
車
）
の
無

料
貸
出
し

③
介
護
用
品
の
交
付
事
業

(5)
ま
ご
こ
ろ
助
成
事
業

福
祉
向
上
、
青
少
年
育
成
、
住
民
の
健

康
づ
く
り
等
の
事
業
を
行
う
団
体
へ
公
募

に
よ
る
単
年
度
の
助
成
事
業
を
行
い
ま
す
。

(6)
そ
の
他

古
里
・
氷
川
地
区
に
あ
る
忠
霊
塔
の
維

持
管
理
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
隔
年
に
実

施
し
て
い
る
奥
多
摩
町
戦
没
者
追
悼
式
を

執
り
行
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
常
時
開
放

し
、
充
実
し
た
環
境
、
拠
点
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

更
に
、
養
成
研
修
事
業
、
組
織
化
・
登

録
斡
旋
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
助
成

事
業
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
業
及

び
広
報
・
啓
発
事
業
を
実
施
し
“
町
民
み

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
動
”
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

(1)
養
成
研
修
事
業

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
の
開
催

②
手
話
講
習
会
の
開
催

③
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

④
指
圧
講
習
会
の
開
催

⑤
夏
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
開
催

(2)
組
織
化
・
登
録
斡
旋
事
業

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
お
く
た

ま
運
営
委
員
会
の
開
催

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
代
表
者
連
絡
会

の
開
催

③
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
大

④
新
規
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
の
開
拓

⑤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
普
及
事
業
補
助

金
助
成

⑥
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
れ
施
設
と
の
連

絡
調
整
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
斡
旋

⑦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
掛
金
助
成

(3)
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
助
成
事
業

福
祉
バ
ザ
ー
収
益
の
一
部
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
団
体
運
営
費
と
し
て
助
成

(4)
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
業

①
大
規
模
な
災
害
時
に
必
要
と
さ
れ
る

備
品
等
の
整
備

②
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
見
直
し

③
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
訓
練

(5)
広
報
・
啓
発
事
業

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信
発
行
（
社
協
広

報
紙
同
時
発
行
）

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報

各
団
体
等
に
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、

社
会
的
自
立
、
社
会
復
帰
又
は
そ
の
活
動

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
に
支
援
い
た

し
ま
す
。

(1)
助
成
対
象
団
体
等

①
保
護
司
会

②
奥
多
摩
町
自
治
会
連
合
会

③
奥
多
摩
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

④
奥
多
摩
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

⑤
保
育
園
（
古
里
・
氷
川
）

⑥
タ
ン
ポ
ポ
の
会

⑦
な
ご
み
運
営
委
員
会

⑧
ち
び
っ
こ
ぐ
ー
ち
ょ
き
ぱ
ー

⑨
古
里
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

⑩
奥
多
摩
柔
道
会

⑪
奥
多
摩
剣
道
会

⑫
氷
川
Ｆ
Ｃ

⑬
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
ガ
ー
ル
ズ

町
、
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
事

業
を
受
託
し
、
効
果
的
に
以
下
の
事
業
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

(1)
高
齢
者
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

(2)
高
齢
者
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業

(3)
低
所
得
者
・
離
職
者
対
策
事
業

(4)
高
齢
者
見
守
り
相
談
事
業

(5)
地
域
さ
さ
え
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

(6)
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

(7)
ひ
と
り
親
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進
資

金
貸
付
事
業

(8)
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
予
約
状
況
、

利
用
方
法
、
使
用
料
金
等
を
案
内
す
る
な

ど
、
利
用
者
へ
の
情
報
提
供
と
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

５
．
福
祉
団
体
等
へ
の
助
成
事
業

６
．
受
託
事
業

４
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
事
業

７
．
奥
多
摩
町
福
祉
会
館

指
定
管
理
事
業



令和３年４月５日 Ｎｏ．２１０おくたま ふくし( ４ )

自
治
会
を
は
じ
め
各
事
業
所
、
各
団
体
等

の
協
力
を
得
て
、
相
互
扶
助
を
理
念
と
し
、

町
民
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

地
域
で
の
た
す
け
あ
い
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

(1)
日
本
赤
十
字
社
員
増
強
運
動

日
赤
社
資
（
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
会
費
）

は
、
災
害
救
援
、
献
血
事
業
、
看
護
施
設
運

営
及
び
福
祉
事
業
な
ど
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

(2)
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

こ
の
募
金
は
、
都
内
の
社
会
福
祉
施
設
や

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
配
分
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
町
に
お
け
る
募
金
額
の
65
％
が
、
地

域
配
分
と
し
て
町
内
の
保
育
施
設
、
民
間
社

会
福
祉
団
体
等
の
事
業
に
配
分
さ
れ
ま
す
。

令
和
２
年
度
実
施
申
請
事
業

〇
木
製
遊
具
塗
装
工
事
事
業
（
古
里
保
育

園
）○

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信
発
行
事
業
（
社
会

福
祉
協
議
会
）

(3)
歳
末
た
す
け
あ
い
・
地
域
福
祉
募
金
運
動

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
は
、
戦
後
の
生
活

困
窮
者
へ
の
見
舞
金
配
布
な
ど
特
定
の
方
へ

の
経
済
的
救
済
か
ら
、
少
子
・
高
齢
社
会
の

進
展
等
の
社
会
状
況
の
変
化
に
伴
い
、
普
遍

的
な
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
へ
と
移
行

さ
れ
て
い
ま
す
。

町
に
お
い
て
も
、
従
来
の
高
齢
者
や
寝
た

き
り
の
方
々
へ
の
見
舞
金
、
介
護
用
品
等
の

配
布
は
廃
止
し
ま
し
た
が
、
要
援
護
世
帯
へ

の
見
舞
金
や
災
害
見
舞
金
は
継
続
し
、
12
月

中
に
配
分
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
募
金
の
一
部
は
、
東
京
都
共
同
募

金
会
へ
納
付
し
、
次
年
度
の
地
域
福
祉
事
業

に
配
分
さ
れ
ま
す
。

①
奥
多
摩
町
福
祉
大
会
事
業

②
介
護
機
器
貸
出
事
業

③
ま
ご
こ
ろ
助
成
事
業

④
高
齢
者
福
祉
事
業

⑤
児
童
・
生
徒
低
所
得
世
帯
就
学
援
助
事
業

⑥
保
育
園
児
観
劇
招
待
事
業

⑦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
事
業

要
介
護
の
認
定
を
受
け
た
方
を
対
象
と
し

た
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
」
と
要
支

援
の
認
定
を
受
け
た
方
を
対
象
と
し
た
「
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
で
は
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
が
送
れ

る
よ
う
利
用
者
へ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
努
め
る
と
と
も
に
、
ご
家
族
の
介
護
負
担

の
軽
減
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
町
か
ら
の

受
託
事
業
と
し
て
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
職
員
に
対
し
各
種
研

修
を
行
い
、
資
質
向
上
を
図
り
、
サ
ー
ビ
ス

と
質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

(1)
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業

（
介
護
保
険
事
業
）

(2)
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

（
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
）

(3)
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
町
受
託
事
業
）

利
用
者
宅
へ
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
を

行
い
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方
々
が
、
い

つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に
支
援
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
や

か
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
、
介
護
保
険
事

業
だ
け
で
は
な
く
、
法
人
独
自
に
有
償
家
事

援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

総
合
的
な
在
宅
生
活
援
助
の
担
い
手
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
定
期
的
な

研
修
会
の
実
施
や
外
部
研
修
を
取
り
入
れ
る

こ
と
で
、
治
療
食
や
専
門
的
な
介
護
技
術
の

習
得
に
力
を
入
れ
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
個
々

の
能
力
向
上
を
図
り
、
安
全
で
質
の
高
い
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
不
足
の
解
消

及
び
利
用
者
へ
の
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供

が
で
き
る
よ
う
、
「
介
護
職
員
初
任
者
研
修
」

の
受
講
者
を
募
り
、
そ
の
受
講
料
の
一
部
を

助
成
し
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
育
成
・
確
保
に

努
め
ま
す
。

(1)
訪
問
介
護
事
業
（
介
護
保
険
事
業
）

主
な
援
助
内
容

生
活
援
助

掃
除
、
洗
濯
、
食
事
作
り
、
買
い
物
な
ど

身
体
介
護

入
浴
、
排
泄
、
通
院
介
助
な
ど

(2)
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

（
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
）

主
な
援
助
内
容

生
活
援
助

掃
除
、
洗
濯
、
食
事
作
り
等
の
見
守
り
、

助
言

(3)
居
宅
介
護
支
援
事
業

（
障
害
者
総
合
支
援
法
）

主
な
援
助
内
容

生
活
援
助

掃
除
、
洗
濯
、
食
事
作
り
な
ど

身
体
介
護

入
浴
、
排
泄
、
通
院
介
助
な
ど

(4)
障
害
者
移
動
支
援
事
業

（
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
）

外
出
時
に
お
け
る
付
添
い

(5)
有
償
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業

(1)
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
（
介
護
保
険
事

業
）介

護
保
険
法
令
に
則
り
、
地
域
で
暮
ら
す

要
介
護
状
態
に
あ
る
高
齢
者
に
対
し
て
、
居

宅
介
護
支
援
計
画
を
作
成
い
た
し
ま
す
。

(2)
介
護
予
防
支
援
事
業

（
介
護
保
険
事
業
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
委
託
を
受

け
、
要
支
援
と
認
定
さ
れ
た
方
に
対
し
、
要

介
護
状
態
と
な
る
こ
と
を
で
き
る
限
り
予
防

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
予
防
プ
ラ
ン
を
作

成
い
た
し
ま
す
。

(3)
要
介
護
認
定
調
査
の
受
託

９
．
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

事
業

８
．
た
す
け
あ
い
の
推
進
事
業

10
．
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
“
お

く
た
ま
”
事
業

11
．
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
奥
多
摩
事
業



令和３年４月５日 Ｎｏ．２１０おくたま ふくし( ５ )

（単位：千円）

科 目
社会福祉事業区分

内部取引消去 合 計
地域福祉事業 介護事業 合 計

【事業活動による収支】

収

入

会費収入 3,400 0 3,400 0 3,400

寄附金収入 2,200 0 2,200 0 2,200

経常経費補助金収入 77,200 0 77,200 0 77,200

受託金収入 43,079 0 43,079 0 43,079

事業収入 1,471 317 1,788 0 1,788

介護保険事業収入 0 84,698 84,698 0 84,698

障害福祉サービス等事業収入 0 5 5 0 5

基金受取利息配当金収入 0 0 0 0 0

受取利息配当金収入 26 3 29 0 29

その他の収入 85 0 85 0 85

事業活動収入計(1) 127,461 85,023 212,484 0 212,484

支

出

人件費支出 90,397 67,668 158,065 0 158,065

事業費支出 22,003 11,637 33,640 0 33,640

事務費支出 8,937 10,179 19,116 0 19,116

分担金支出 62 0 62 0 62

助成金支出 1,604 50 1,654 0 1,654

事業活動支出計(2) 123,003 89,534 212,537 0 212,537

事業活動資金収支差額
(3)=(1)-(2)

4,458 △4,511 △53 0 △53

【施設整備等による収支】

収
入

施設整備等補助金収入 0 0 0 0 0

施設整備等収入計(4) 0 0 0 0 0

支
出

固定資産取得支出 230 1,000 1,230 0 1,230

基金積立資産支出 719 0 719 0 719

施設整備等支出計(5) 949 1,000 1,949 0 1,949

施設整備等資金収支差額
(6)=(4)-(5)

△949 △1,000 △1,949 0 △1,949

【その他の活動による収支】

収
入

積立資産取崩収入 300 0 300 0 300

その他の活動収入計(7) 300 0 300 0 300

支
出

積立資産支出 4,853 532 5,385 0 5,385

その他の活動支出計(8) 4,853 532 5,385 0 5,385

その他の活動資金収支差額
(9)=(7)-(8)

△4,553 △532 △5,085 0 △5,085

予備費支出(10) 2,638 638 3,276 0 3,276

当期資金収支差額合計
(11)=(3)+(6)+(9)-(10)

△3,682 △6,681 △10,363 0 △10,363

前期末支払資金残高(12) 30,710 31,397 62,107 0 62,107

当期末支払資金残高(11)+(12) 27,028 24,716 51,744 0 51,744



令和３年４月５日 Ｎｏ．２１０おくたま ふくし( ６ )

月 日 金 額 ご 主 旨 等 住 所 氏 名

2月10日 500,000円 福祉のために 海沢570 小澤 ミネ

2月15日 10,000円
ベッド・ポータブルトイレのお礼とし
て

匿 名

3月 8日 30,000円 ベッドを借りているお礼として 匿 名

月 日 品 物 ・ 数 量 住 所 氏 名

1月26日 据置式腰掛便座1台 棚澤832 渥美 フサ

2月10日 未使用切手多数 テレホンカード 丹三郎276 澤本 安弘

2月10日 タオル12枚 雑巾19枚 匿 名

2月12日 未使用ハガキ52円1枚 62円8枚 境319 原島 くに子

( 敬 称 略 )

奥
多
摩
中
学
校
３
年
生
の
皆
さ
ん
が
「
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
奥
多
摩
町
の
た
め
に
今
私
た

ち
が
で
き
る
こ
と
を
」
と
考
え
、
み
ん
な
で

作
業
を
手
分
け
し
て
、
３
年
生
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
成
し
、
奥
多
摩
町
内
の

施
設
（
役
場
、
福
祉
会
館
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
、
喫
茶
山
鳩
）
で
12
月
23
日
か
ら
配
布

を
開
始
し
ま
し
た
。
福
祉
会
館
で
の
配
布
は

大
変
好
評
で
、
受
付
窓
口
で
配
布
を
行
な
い

ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

2
月
5
日
に
2
回
目
の
ご
寄
贈
を
い
た
だ
き

配
布
を
い
た
し
ま
し
た
。

奥多摩中学校の皆さんと原島事務局長

前
号
に
て
ご
報
告
し
ま
し
た
歳
末
た
す
け
あ

い
地
域
福
祉
募
金
運
動
で
５
，
０
０
０
円
以
上

の
募
金
の
追
加
が
あ
り
ま
し
た
の
で
ご
報
告
し

ま
す
。

奥
多
摩
な
つ
め
ろ
会
（
小
丹
波
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
募
金
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
】

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
在
宅
で
一
時
的

に
介
護
機
器
を
必
要
と
さ
れ
る
方
に
、
無
料

の
貸
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
貸
出
し
、
回

収
の
機
器
運
搬
は
職
員
が
行
い
ま
す
。

ま
た
、
貸
出
し
期
間
は
原
則
６
ヶ
月
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
状
況
に
よ
り
期
間
の
延
長
も

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。

貸
出
し
機
器
等

介
護
ベ
ッ
ド

車
い
す

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

エ
ア
ー
マ
ッ
ト



令和３年４月５日 Ｎｏ．２１０おくたま ふくし( ７ )

社会福祉事業につきましては、日頃から格別のご理解、ご協力を賜わり厚く御礼を

申し上げます。

今年も例年のとおり、社会福祉協議会の会員増強月間として６月１日から会員加
入と会費納入をお願いすることとなりました。

社会福祉協議会が実施する福祉事業は、会員による会費が主な財源となっておりま

す。今後、ますます増大する福祉ニーズに的確に対応していくためには、町民一人ひ

とりのご協力が大きな支えとなります。ぜひ、地域福祉事業にご理解いただき、会員

への加入をお願いいたします。

正 会 員 １口 １，０００円

特 別 会 員 １口 １０，０００円

会費の納入は、自治会を通してお願いしておりますが、社会福祉協議会窓口におき

ましても受付しております。また、事業所などにつきましては、お電話をいただけれ

ば、こちらからお伺いいたします。

会費の納入は、１年を通して受付ておりますが、６月を

増強月間として、取扱期間とさせていただきます。

町民の皆様には、日頃から赤十字事業にご理解とご協力を賜わ
り感謝申し上げます。

本年度も、５月１日から３１日までを重点期間とし、赤十字会
員への加入と事業資金へのご協力をお願いいたします。

日本赤十字社は、世界の平和と人々の幸せを願い、災害救助や
福祉などの多くの事業を実施しております。

皆様よりご協力いただきました事業資金は

◎災害時等の救護・救援活動のために

◎救急法・健康生活支援講習等の講習のために

◎献血バスの整備や献血運動推進のために

◎看護施設等の運営のために

◎看護師の養成のために

などの事業のほか、新型コロナウイルス感染症に対する医

療支援にも役立てられます。
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サービスの種類 サービスの内容 利用料

①福祉サービスの
利用援助

福祉サービスの利用に関する相談・情報提

供・利用手続きや利用料の支払援助など

【基本料金】

１回１時間まで

１，５００円

【延長料金】

１時間を超え30分毎に

６００円

②日常的金銭

管理サービス

預貯金の払い戻し・預け入れ・公共料金や

家賃などの支払援助

③書類等の

預かりサービス

預貯金の通帳、権利証、判子などの大切な

書類等をお預かりします。
１か月１，０００円

高齢や障がいのために、日常生活での判断に不安のある方が、地域で安
心して暮らせるようにお手伝いします。

町内で在宅生活をされており、高齢・知的障がい・精神障がいなどにより、判断

するのに援助が必要で、福祉サービスの利用が必要な方

・生活支援員が月に１～２回程度ご自宅に訪問します。郵便物など確認をして必要な

手続きをお手伝いします。

・日常生活に必要な預貯金の払戻や預け入れなどをお手伝いします。また、ご希望に
より紛失防止や特殊詐欺予防のため、日常的に使う通帳や銀行印をお預かりすること

もできます。

・家賃や公共料金等の支払をお手伝いします。
・紛失防止のため年金証書、権利証、保険証書、実印などの大切な書類等をお預かり

することもできます。

サービスについてのご相談やご質問など、
お気軽にお問い合わせください

奥多摩町社会福祉協議会

電話 0428-83-3855
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奥多摩町社会福祉協議会では次のとおりパート職員を募集しています。

・応募方法 社会福祉協議会（福祉会館）または高齢者在宅サービスセンター（保健福祉セ

ンター）へ履歴書を提出してください。

・応募期間 随時（定員になり次第、締め切りとさせていただきます）

・試験等 書類審査及び面接

いずれの職種も週に１回からの勤務でも可能です。

いつでも見学できますのでお気軽にお問い合わせください。

申し込み・問い合わせ先 奥多摩町高齢者在宅サービスセンター

電話 ０４２８－８３－２７６１

職 種 募 集 内 容 等

介護職員

（パート）

業務内容 デイサービスセンターにおける介護全般

入浴介助、入浴誘導、食事介助、トイレ介助、レクリ

エーション、送迎補助などの業務を交代で行います。

※送迎車の運転はありません。

勤務時間 ①８：３０～１７：３０

②８：３０～１３：００（シフト制による）

勤務日 月曜日～金曜日で応相談（土・日・祝・年末年始は休

み）

時間給 １，０５０円（資格なしの場合 １，０２０円）

募集要件 性別：男女不問 募集人員：若干名

資格 介護福祉士または介護職員初任者研修修了者

（ホームヘルパー２級以上）

※資格がない方や未経験の方でも歓迎します！

勤務地 奥多摩町氷川１，１１１番地（保健福祉センター内）

ホームヘルパー

（パート）

業務内容 ヘルパーステーション“おくたま”の訪問介護員

・生活援助（掃除、調理、買い物、整理整頓など）

・身体介護（オムツ交換、入浴介助、清拭、手足浴）

勤務時間 派遣指示書による

勤務日 月曜日～金曜日で応相談（土・日・祝・年末年始は休

み）

時間給 １，４９０円 他移動交通費

募集要件 性別：男女不問 募集人員：若干名

資格 介護福祉士または介護職員初任者研修修了者

（ホームヘルパー２級以上）

勤務地 奥多摩町内（利用者様宅）
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社会福祉法人
奥多摩町社会福祉協議会
奥多摩町氷川199
（福祉会館１階）

電 話:(0428)83-3883
ＦＡＸ:(0428)83-2567
E-mail:borasen@okusyakyo.or.jp

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://okusyakyo.or.jp/

開所時間

月曜日～金曜日

午前8時30分～

午後5時30分

昨年、新型コロナウイルス感染症の影響により開催を中止しました福祉バザーですが、

現在の感染症の状況等を考慮し、今年度は秋頃の開催を予定しております。

開催にあたり準備等でご協力いただいております各自治会長はじめ、各ボランティア団

体の皆様、今回のバザー開催を楽しみにされていました皆様には大変ご迷惑をおかけいた

しますが、ご理解のほどよろしくお願いいたします。また、同日開催の「ボランティアの

集い」につきましても同様となりますので併せてよろしくお願いします。

開催日程等の詳細が決まりましたら、広報、防災無線等でお知らせいたします。

毎年開催していますボランティア養成講座ですが、昨年度は新型コロナウイルス感染症

の影響により開催が出来ませんでした。

今年度は状況にもよりますが、感染予防対策を行い以下の講座の開催を予定しています。

・手話講習会

・指圧講習会

・音訳ボランティア養成講座

詳しい日程が決まりましたら、

広報・防災無線等でお知らせし、

参加者の募集を行いますので、

ぜひご参加ください。

盛 田 正 輝 様 原 島 た い 子 様 点字サークルてん点 様

原 島 く に 子 様 小 河 内 振 興 財 団 様 み す ず 堂 様

匿 名 １ 件

一昨年度実施された指圧講習会(左)と音訳ボランティア講座(右)


